
     陳 情 文 書 表 

受 付 番 号 第５号 

受付年月日 令和６年１１月２０日 

件 名 フラワータウンの創造的再生を確信するために 

陳 情 者 兵庫県三田市〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇  浜田 弘志 

要 旨  

１ 一人当たり公園面積日本一の公園美化を常態化されたい 

２ 人気の淡路島、2025大阪万博との特急路線開設を目指されたい 

３ 「丹波・有間の１dayパス」の創設を目指されたい 

 

フラワータウン再生委員会が設置されましたが、日本全国の都市でも同

様なことが起きていること起死回生策がありません。フラワータウン再生

を確信するためには、一人当たり公園面積日本一の公園美化を常態化し

て、日本一多い立体橋の保全整備を促進する必然を確信します。 

また、起死回生策として、フラワータウン駅の「フラワータウンセンタ

ー・バスターミナル」の活性・路線拡大を図りたいものです。 

神戸電鉄・フラワータウン駅の乗降2002年の3646人をピークに2177人 

（21年）まで減少し、駅ビルテナントの撤退も続いています。 

タウン内や三田駅方面、三宮・神戸空港への特急三ノ宮線、大阪・新大

阪への長距離路線である新大阪三田線、渋谷・新宿への夜行バスであるプ

リンセスロード号も発着を宣伝すること。さらには、人気の淡路島、2025

大阪万博との特急路線開設・拡充をすること、関西私鉄及び長距離路線バ

スを利用できる2025年度の「丹波・有間の１dayパス」の創設による促進

策を目指したいものです。 

 「丹波・有間の１dayパス」の創設は、「フラワータウンセンター・バス

ターミナル」や「さんだ・まち博」の趣旨を生かせること、県立博物館、

能舞台のある三田屋、神戸アウトレット、神戸フルーツフラワーパーク、

キリンビール工場、花山院、神戸しあわせの村、有馬温泉、播州清水寺、

篠山城址等の拠点づくりとなり、その周知も高まります。 

 以上、フラワータウンの創造的再生を確信するために陳情いたします。 
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